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し、pCS法および C-mapで解析を行い、混合した K個の化合物が上位 20位以内にランクされた頻度に基づ














trichostatin A が抽出され、細胞株を用いた実験において trichostatin A の作用による遺伝子発現の亢進が
bortezomibの増殖阻害効果に関連することが示された。 
このように本研究で開発した pCS 法は複数の作用機序を検索するのに有用であると考えられ、創薬におけ
る新たな分子標的の探索に役立つものとして期待される。 
